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調査�
    研究� 調査研究紹介
当所職員（他機関との共同研究を含む。）が学術集会及び学術雑誌に発表した調査研究報告を紹介します。

◆学術集会発表

発表学会・研究集会名 演　　題 氏　　名

動物用抗菌剤研究会　第35回シンポジウム
（H20.4.26）

抗菌剤使用による家畜由来大腸菌の
交差耐性及び共耐性の農場レベルで
の影響について

原田和記

◆誌上発表

発　表　誌 発　表　題　名 氏　　名

獣医畜産新報
61（5）,405-409,2008

国内におけるErysipelothrix属菌感染
による犬の細菌性心内膜炎の初発報告

（木村雅之、中野嵩、田村豊）、
小佐々隆志、（山本欣也）、高橋敏雄

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

新薬等紹介
平成20年４月１日～平成20年６月30日までに承認された新薬等を紹介します。

詳細については、当所HPの動物用医薬品データベースをご覧ください。

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

ポクテム　トリインフルエンザ シスメックス株式会社 H20.4.1 －
製剤区分（薬効分類）生物学的製剤（生物学的診断用製剤類）

主成分

アッセイストリップ　 1個中
捕捉用固定化抗Ａ型インフルエンザウイルスモノクローナル抗体（マウス）FLA-13D2M 1.2μg
ラテックス粒子結合抗A型インフルエンザウイルスモノクローナル抗体（マウス）FLA-4A5 29μg 
ラテックス粒子結合抗ジニトロフェノールモノクローナル抗体（マウス）1753 1.6μg 
ジニトロフェノール標識ウシアルブミン 0.36μg

対象動物 鶏

効能及び効果 ニワトリの気管拭い液及び総排泄腔拭い液中のA型インフルエンザウイルス抗原の検出

用法及び用量

本品は15～30℃の環境下で使用すること。
１．試薬の調製方法　　
そのまま用いる。

２．操作方法
（１）気管拭いまたは総排泄腔拭い液を採取した綿棒を検体抽出試薬中に入れ、充分攪拌して抽出する。

これを抽出試料とする。
※検体採取後すぐに検査しない場合は、次のような条件で保存し、使用すること。
・綿棒で採取した検体は、2～8℃で乾燥しないように密閉容器等に入れて保存し、検体採取後24時
間以内に測定すること。

（２）ボトルの口にしっかりと試料ろ過フィルターをつける。
（３）抽出試料5滴をアッセイストリップの試料添加部に滴下する。
（４）15分後に出現したラインの有無により判定する。
（５）次のように結果を判定する。
１）コントロール位置（①）に赤色のラインが認められ、判定位置（A）に青色のラインが認められな
いときは陰性である。

２）コントロール位置に赤色のラインが認められ、判定位置に青色のラインが認められるときは陽性である。
３）コントロール位置に赤色のラインが認められない、又は判定部全体が着色し、判定位置の青色ライ
ンが識別できないときは判定不能である。
※なお、ケースに（B）の表示があるが本検査には関係ない。

使用禁止期間／休薬期間 －

（動生剤）その他
有 ウシアルブミン ウシ アメリカ合衆国 血液

（診断液を含む）

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等


